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'日 (加大環化野 党析 武即 死軌 ′弓 ､ ､I'1
潅 Phelld,ふTIrcsol,､AcetaldTchyd,_Prol,iQn一㌧一

Ialdchyd,Bdtyraldehyd,i軍0･Valbi-ald箪yld,Buも■
tersaeuTCiLiso･Valcr,'ansaet.Ire,Acetophe.Ron,-l

Aethillbcpzyldcth/cJ･'Atthil桓 cssigcsfer･Ⅱ6-,-

ptakosanを投出確認し･.･聖 之等の中の主要虎 ＼
分立基礎とした一連の化合物に就vl:て殺虫効果払 ∴ノ

試験し,如 汲大地 虫力率有墾 燥義軍抱 して,.If
Bcrn2:OPIICnOn,I)ip_h
∴a-Napht吋Iphcnylatether･ta-Naf,htliylmefl】y1--＼.
/&cthbr'B･恥 phthyl血ethy1年ether.･等を曜普して
.1居る･舘此の申JBenz_bphenoも はこれ以細た:
GnadingerくS)カミIPee七･Grady黄による殺虫試験 _

I b斑準物質として諜用して居.る･.

合憲芸芸芸毒冨砦SGLb芸慧 芝･p;ee.芝 芝SaAp芝 j'

:eThl:r:tPae_r崇?iet:iZvyll:慧 :

叫thyh;ILylqether･βjNaphthylrh'eth轟 theipo-∵ご/～
亭つを逆をし'之に今次大戦の南方作戦柊発て恭 /＼し

軍が防蚊郡として使用した､と貰われるPhthalsae=/ )
urcdimethylcstc.i..を選んで複流試験を行い,Be'n-

zophcd.on又はa･Faphthy!methylaFth6rを10% ･L : A

I

混入した挽雫.(風陀 PyrPth'rip合着象 0･26%!一 一 ･･
以下同じ)は,如法直後では標準銀香~(Pyreth･

～､＼

' 問 は,食現増産わ軍要性かPG'デリ文盲の他の農 ､..
･率不足に代って良薬環剤として_'文政疫由9時乱

菊石放乳剤の原料と-Llて,合計50万丈放りは是非 :

一共確偉する必要があ.わ:'現状で鐘見返り物療きしIヽ ､ヽ ′

I I.て画窃出はおろ恥 故取線香の製造も殆んど不可
能の状態となった.此虚に於て,･~寄やは鹿虫菊をI●ノ
主材とせずに取も錦在来の焼香に此べ花効力の尭し

らない蚊取線香の教法を目的として研究を行つ払

短頭;除虫菊製剤の度盛や防撃如 L剤の原料に生

･る除虫菊干キ.細 裂適す亭際筏荘とし7:取り出さ':/

`ヽ.,∫ ＼ー

,:蚊取繭 蛸 甲甲の.や'Oで夷の便通 が簡便
【で巌 1,''m伽 ;艮時間に五つ七蓮由由で其の間

l昌詔 芸孟宗慧孟芸霊芝芸忘誓 言昔謂 芸諾
Ll

常生活にとって轡 (Jてならか もあせあーる･此-I

､o蚊取線香が除虫粛は ねとして製造され ∵共の

有.効成分の主体は解題中に揮散したPyrcthrinで

'やる事仕,重 野 されて居る･(l'くDjjSるF_我酢
_の粕産品であり敬前の主要檎出農産物Pliつであ

､つた除虫菊は,敬時中及び放我後の食粒増産のた

こあに共の産額は滅あを一速を垂 れ,昨今は伍に60

-万H∫媚 と言う有機でbJる･⊥方凍近の除虫野＼･

iL.る除虫菊抽出柏 (之に性能 干 Py'rcthrinが二 品 曾有卦 0･65%)/よほ れた殺虫効果を示すーi,

'酌 句や ･L'A､し乍ら.a:Na-pht!lylmcthylactA･

?r壬0% 混入紙背の煩歴はTT験者に珊舵 感じさ
せ人隼些無雷といち家庭用融 剤としてのI紛 鹿

!件l士適合しない伽 ,･あるので,吾々はBenzo王'he･

残存して居る)を主材料とし!之に Benzophc-l

､nonを混入する事によこりIi恵目的に誼今した蚊取!

i,_Il-芸三‡三 三‡∴ ‡宇 三 二:-=1-:‥≡=-■

蚊取線香煙塵中の膏魂成分の主体カミPyrcthrin/I=i ゥ
･である市は既に述べた由,/-ノ其の他の成分た就いて

ーノ'.:監 Ec%TJiE',fJ等 rq芸 .Tan-Ll(?:hb,dD,違 慧 cluT /
1･ 'l-I

､ 了 Propiohgacurc,I3u,tylamin･ーAm ylamin･'Tfi･

I､､､血禦ylaml'n･Py'ridill等を確認されたが･いづれ
＼

･ も耶 すべき汲虫効果を示さなかつfc(･然るに最
l

ヽ

＼､

準･長瀬誠氏7g'4'は除虫菊花の燃焼に:A:つて生ず
'触 申成分の研兄を詳細に行払'Pyrcthripの他

' _【防虫科軌 7.8･9;11て15(1947)】
I.′ - LI I

RonJを採用し之P況人位庇を砲討した結果,5%ィ､､

･優秀政取組香 (Pyrefhrin含有量 0･58%)I-と軒 一､∫

三望芸冨芸芸冨霊芝/fpLy窓th慧 芸冨芸冨霊芝三二_.､＼
､lく変節があ｡,･あい雪は0･.05孝･･より多いte,嘩
o'･30%にも及んで居ろ･･此bpyrethrinとB品やー
phentbn･との間には軍政の結果相互協力現象が存

在すると考へられるが,Pyrci-hTfh'の磁めて少い
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~ 蓋 三宝 ≡ -三 三三≡ 三三
･一撃 的性軸ち煤塵底意p-琴によって其噂 虫効
i.-Btが左有されたものと考えられる･了一軍に合有さI

-,iLる殺虫成分?%が等Lvi線香では,･俗に言う
･一画 vlj:線香甲 殻中 海 小森廃 るこ姦香
の乾煉方韓に就いて恥二終牢寧申乾準したものと
≡三三至芸≡i'-_-:;:::_f三三圭子票 ItI-::;-_''三;:-::_:≡′ ＼
.一理的性状に隠す畠ものと考えられる.､最後転夏期′

､ゝあ貯寂を萄座して350の恒嘩 巌等相 好敵 い､し
1! , -たも0.に鹿も亘共の殺虫効果を夢験し如 ,･,.全然
･予 ＼汲温む赤さなかつ元･ ･J/･･ ＼

寺 ≡ ≒≡ 責 ≡ …=i_i-:;i-1≡

施 すL.も一定Lh:.い･,所謂蚊取線香の琴虫効県を/

∴ 知る岱特は;､蚊に封する効力を扱討す扇由ミ肝要i:::■1㍗
も .衰如 封する作用や優劣を以て直に蚊甲革昏
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町 る準を時間と難読か I耽れ 30.分観で咽
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十 警 ･;芸芝慧芸Jkl';芸…芸芸.謡漂霊芝憲 芸∴ 離 路7長芋1池誓JBの約 . I'､
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固,t'Auf諾禁 慧悪 霊'i芸 冨%'慧 予
下に同じガラス製の円板があ?･.円筒と円驚tq)＼＼

'一 けてある･B)は木製の架台で上の板だはやはり径:
･∴ 管 芸芸芸芸霊 ;,J′25｡ふれ た軸
㌔/ 幸 正装琴を軸てた盛,上銅 板の穴をゴ適 te
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し,r供試卑:本研琴平は研究墓で飼育したイェ/!ェ′
血 scagomesticaL'･の羽化後 5㌦7,日日の..Sp ヽ
毒,､i試験㌫0由わ放線 .･ ′･Il
,琴座の濃度Y･､噌験に勝やナ碑琴の丑は 0･5車.?'､･
･と.tLた.､ ＼ ､･しノ
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.､せる義とは畔か･ら別の意藻を_碍つ-{和 魂摘 ､
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成験した線香の組成は那 衣の離 であるr I , ,
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根 香 Fの ､穏 頑 l混入放 華粉正目珊 可 Pyrethrin% 混入栗岡 %,

-Ben軸 enon･混 入/7 II ):o:軒(風転)lゝ Ilo.0●

/-ト .･phthIIsAeu増王tnethy.le禦 混入
培 ノ準 放 牧 綻 香 巨 市

0.55

0.30̀. l47･0

＼､.( 読 準 巌 抽 晶 本 h再
･有丑は風乾物に対し夫々0･816%及び0･27%であ･′
:甥 .試盛 衰 如.咽 の酢 あそ･此の結墾

′_ い?れ岬 一世代?蝿を用卓 行った相 の武E2'

∫.の平均値で参るが,.NaphtTidlin況入組香のみP:2
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る快点があるため,.公衆WJ生上家庭用殺虫剤であ

'る蚊軸 牢としては季節 と車え,杢 Z巌 .:,

ntonを合成蚊取線香の混入粟剤として選定した･筒

･坤 に隼用如 して蛤 さ轡 事の卒去:･･野中 ･

工 thah'n 混入放香を参考のため試験し声が,之は
′澗 カゝに問題となIちなyI.(勿論 firethrin,塩に′･
Naphthalin:の含有如 若干少ない.) ':､ .､

3･増 大tBenzophcn_on,,の濃度差に鳥 殺虫

l

効果 :I/Bcn云ophcl10n?混入割合を罪 3衣ゐ佼

芋警世さや七井の殺虫効果を武験し細 ,劾3臥 ′;の校紀なった･∫
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好なもの吐 BcTIZOPhcnon, cL･Naphthylmcthyt･.メ
A-cth'cr及びβ･Napbt吋lmcthylqcthcrやあるが,
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卑純 約三脊柱優秀であら.しかし t･′N立phthyl･
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木粉'致し粁瀞酎'払出粕昆(L,pyrethrin% 混入染剤､%･
′JNlo..I 1 0瓦'l､60･ 軒 -36･O瓦巨 木 司 0.531 0

:3･q十 30'.0
＼〝 ＼ 6J 0: 卜､＼6･,9 3･qf 30･?
′

此の試酢 は轡 を- ,No･L噸 な糎 を臥 撃響‥第纏 で見る校贈 々は Ben'zopl血on･
n ilh

一▲混乱線香再yE.芦千畳あ pyreth･rinを.今市させた
が;芝が放香ta)設尊効果にど′,Lな影響を輿えて屈

･I,時に造t)比校した∴ J ,:ヾ･I
･.N｡.4･(3%臥 )適 めて不良であ露 嘉｡.･3､t

1-1

(吻 沈入)は槙準如 し1痛 撃 分画 として つるか声見るたあ淀:第4衣あ疫な抜雫を準は 校

嘩月け る却力咽来る･徹No･5(0%)は30分経過/7した虎,夢3周の一No･8,'No･602校に相互協ガ

し七も呪は企然落下しなかつ準･此の措其から, 現象が君干存在する･と考をら_れる結苑を得た･EそL

-'IIl.:I:;-::-i-･::誉 ::---_-::Ii:;_IA-1=_i:=i::=_:I;--:_:Li-:L_i::-::A::-;li三 三 ㌫ 宝 -I:-_:_:--I-:ii-:三 三 三-I--:if:≡

･I 言賢覧 票 霊 Zh晶 品 完左及ぼ去こJ ･,･'j 一 言 ′Jノ了 し･

/ r 針 4 表 1 ′ / ･ .l t･･' ＼ ･′､ 人 ′

一･, 碩 類

＼

由杢亘｢菊臥丘､体粉..畢極 ,wHL･f弼瑚EtlpyrethrinL%l況適殉%
･5元トpB･画 3両巨やo･画 0.21 l､､ ′6.0

〝 6･.lノ 5･0､lo一 6270卜 o･05卜 ､6･0
I l .~ー

No･6.に使用し坤 出粕の-Pyrethrin含有丘は.O･09%である｡ ･-｢- '､
,1適3固環海果定言ちれもヽ //
14 ＼ ′

→-ヽ .､L フ､L Jl
同-一軍代の蝿を用いて行った一4回の試験p平均値であるL･ヽ

､l iコ .ヽ_
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5･.木粉の混入蛙咋乾燥方法の殺申軌取に及ぼす影野:紘香の製造妃常か弗の組成中崎若干急の木粉,
一転軒 才も軸 亘痴乾燥方法が,∴南 画 空 海 艶 新たあ,一撃 毎 秋 頑 ぬ って如
試験を亡姐 御 馳結加 柑竺1:-､′ , ･こ ､ ･.､ '-､.

表 -~ ' '､ ､- (､t ､ l

｢車 入柳-'%博 顔方華 ､一一硬 - 垣1 拍Jltmln･卜Pyrethrin%
G:i.0瓦卜 0.17/1 ji･0 匡 内

5,I_OJl二卜登 内60･?上 _･ _?･16
‡60.6f _ 0.16

■･今回は菊粉を使用せずに抽出粕のみ.とし,標準＼･ /
'とし七は:No･1を用いか一此の結果は甲一世代甲
.'堀を用いて得った2甲の試験の平均値であるやミ,.
-/,*粉妄混入tたNo･､8,9'がNo･.7よ､Dも良好で
･あり,女天叩 3日間乾燥 し たN8..9が町0.､8よ

りも良蕗であらた.･血の原因疫抜呑o'持う七居や
層 々な物理的性状即ち煩焼状恩の童Ptよって殺虫
ち錘 が奨つ下瀬 雨 の阜考えられ*･,即 頑 は鼓
し取組香の製法Kl際し常に巧腔しなけ抑ばならなし
許婚 る: ･●~ ､ .･′

6.加温野萩oL殺虫効苑に卑ぽす別 辞:BcJ･
TZOi,h?a.op況入紋香が'貯戒特匹･3I期高温時の貯
8-a･に際して班質するかどうかを就験する尭あに,

L- ,

匝 叩 轡 う ､.

第5'圃 {･
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一ゝ一一成ヰ喝 10′ ′- カ1'Irー11■J
た.此の結果はいづれも2回の試駿の平島値で 卒 TTT

る● ′ 譲 守 壷＼ ㍉ - ′

I＼''BL上の結果に胡 質験的には二感蔭虫瑚 出札
を主原料とJ'し之にBe'nzophcnonをJ6%混入した-
線香は,,除虫菊異蚊取棟否に代って充分k使用子′
宮蔀が出私 人市に封しても昏なく長期間貯正し一
芸孟荒芝芸琵慧諾志芸㌶慧芸蓋詣 芸去冨慧′

/
くらない./ ′,-＼

ン 示融に常は 験用の堀を供給された考滞純式
J如 封しそ㌍ 感謝の鮎 表する･ /丸

1･:/ ノ し/ 文 献 ､ ､ t

て､那 衣の.NJ.柁 用いで之を850､の恒温部坤た入,ノ＼II

･れ 15日後'80日枝･,60日後の琴虫効果を試験し ,
た.此ム際怒輿にはNo._1及び恒温靴 入れなかl

l′ ?た Noi'9車用LTた･′共の結A-q第岬 あ横に＼ l ■ 二
殺虫効果は査然萎酎ヒなく'.奨質は認められなかつ i_-
1寸 ､●

ヽ ､ ＼. '

､‡…,T芸霊霊:漂 漂欝藍119E.4,恐 llt4.i)甲･22-g:
'(:3/意志芸.11199;言三

Eltイヒ･'44'1070･
濃!化.,76,803,声06..I

/ ノ

='.(';言霊,目指 等:9835;10･77/'
(5)GnadinかC･,B.･.(1933)PyrethrutnJfloTY叩'二
､_ . . i5･
lヽ′/

タ ,

＼l


